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＜連絡事項＞

■生活習慣病予防健診のご案内
平成26年度　生活習慣病予防健診のご案内を致します。年度内で一人1回に限り、「協会けんぽ」から健診費用の一部が補助となります。健診を希望される方は総務までお申し込み下さい。
申込受付　：平成26年7月18日（金）迄で締め切ります。
実施期限　：平成27年3月まで

■看護グループ研修　実施予定。出血は7月16日までに入力してください。
日時　：7月17日(木)　11：10～11：45　17:10～17：45 
場所　：病院2F　会議室
対象　：看護新人
テーマ：精神疾患について(疾患別の観察ポイント)
講師　：上野 JGM
＜利用者様情報＞

寺沢　彩　様　～本日､ハローワークへ行き､就労継続支援A型｢アイデント八戸｣利用の為､紹介状をもらってきている。また､履歴書の記入を職員と共に実施。職員の説明により､自分で記入することが出来ている。今週中に発送予定。

大久保　恒夫様～唇の振るえ､口渇を理由に､3日程朝食後薬のタスモリンを飲まなかったとの話がある。自己の判断で調整することの危険性について伝え､主治医へ相談するよう伝えている。

高橋　洋子　様～本人より､｢顔も見たくない人がいる､名前も言いたくない｣等の理由により､デイケアに変更したいとの話がある。｢7月21日からデイケアに行く｣等と訴えており､まずはデイケアを体験利用して､自分に合うか考えてみてから変更を考えるよう説明している。

鈴木　真知子様～昨日より排便がない状況であり､様子観察となっている。また､体調不良を訴えて静養室にて休むことがあるものの､10分程度で回復して戻ってきている。休む時間が長くならないよう､対応していく。

＜青明舎利用者様・グループホーム入居者様情報＞

古舘　ヨリ　様～7月1日グループホーム｢あおぞら｣入居となる。八戸市役所にて､各手続きを実施。不動産会社より､アパートの部屋の修理代として13万8000円を請求され､自身で決めて分割で支払うことを伝えたとのこと。上記について､姉に相談せず対応したことで､｢勝手に決めないで｣と怒られたと話している。今後､青明舎職員･姉で相談していくとのこと。

高柳　和子　様～睡眠薬がなくても眠れると話している。自身で服用を止めるのではなく､主治医へも相談するよう伝えている。

寺沢　彩　様　～就労継続支援A型｢アイデント八戸｣利用手続きに関して､支援を実施していくとのこと。

清水　秋男　様～体調良好で､外出も適宜行えている。7月の青明舎行事にも参加予定とのこと。

中居　美津子様～青明舎職員が訪問した際､自室が乱雑な状態であり､猫の排泄物も落ちていた様子。｢18万円が当たりました｣という内容のハガキが届き､ハガキに載っていた電話番号に電話をかけたところ､誰も出なかったとのこと。詐欺の可能性もある為､電話はしないよう説明している。

我満　奈津紀様～八戸赤十字病院婦人科にて癌検査を実施。結果､再検査を実施することとなったとのこと。再検査の結果次第で､手術か経過観察になるとのことだが､落ち着いて対応することが出来ているとのこと。また､不眠傾向が認められており､当院より睡眠薬が処方されている。不眠については､｢日赤からもらっている薬の副作用かも｣と話している。

船場　幸子　様～7月5日に65歳となり､後期高齢者医療制度に変更となっている。自立支援医療費の変更申請を実施している。

中村　与一郎様～本人より｢服薬チェックってまだ必要？｣との話がある。現状について評価し､グループホームでの服薬チェックの必要性について検討していく予定。

古舘　ヨリ　様～7月1日グループホーム｢あおぞら｣入居。自室の片付けを少しずつ実施している。3500円の自治会費について､｢引っ越し費用でお金がかかり､大変だ｣等と訴えていたが､管理人･他入居者と話し合い､支払いをしていただくこととなった。

松永　勘五郎様～ナイトケア利用について､｢飽きた､疲れた｣｢1ヶ月休んで様子を見たら､また復帰する｣等と訴えている様子。7月8日（16:00～）青陽館2階ミーティング室にて関係部署で話し合う予定。

冨田　紀子　様～7月14日（月）管理人と外出する予定としていたが､変更となっている。デイケアを利用するよう説明している。

＜事例検討＞

巴　勇樹　様（35）　主病名：統合失調症　　中等度知的障害　　担当医：川端Dr

検討内容　目標・計画の立案

長期目標

病状安定する。病識を身に付ける。集団生活に必要なマナーを守る。

中期目標

①本人がストレスと感じることを表現する事が出来る。

②自分で決めた約束や、デイナイトケア内のルールを守る。

③体重維持を図り、自宅で食べ過ぎない。

短期目標

①病状悪化となるきっかけに気付き、スタッフへ相談する。

②喫煙時間や1日の本数を守り、他者にタバコをねだらない。

③体重維持の為来所時には体重測定と食事摂取量の振り返りを行う。

治療計画

①デイナイトケアを利用する事によって生活リズムを整える。不調の訴えが頻回になったり臥床傾向にある際は、本人が理解しやすい言葉で、不安や不調の確認を行なう。

②喫煙本数（1時間に1本、20本/日）を守れるようにチェック表で確認をする。時間外で喫煙室へ出入りしている際に　は、タバコの有無を確認。他者にねだる様子がある際には、物のやり取りは禁止されている事を説明し、 隠す際には嘘はつかないよう約束する。

③来所後体重測定を実施。体重の増減に併せて、間食状況の確認を行い、食べ過ぎている際には理由を振り返る。

状況

体重測定は毎日行い､60kg前後で経過。間食も控えている。

煙草の本数を守れており､他者にねだることはデイナイトケアではない。しかし､夕食時にナイトケア利用者にねだっている様子（小声で話したり､他利用者から拒否･指摘されたり等）がある。昼食･夕食ともにデイナイトケア（2階）で摂取し､なるべくねだることが出来る環境を作らないようにしていく。

眠気を訴えることがあるものの､他の不調を訴えることはない。

検討結果

・父とのやり取りに対してストレスを抱えて､衝動的な行動に至ることがある為､本人･両親へ定期的に確認･助言していく。

・目標を本人へわかりやすく伝え､目標を意識して介入していく。

＜外来情報＞

巴　勇樹　様～退院時61.8kg→本日62.4kgで､体重が増加傾向。食事摂取に注意するよう伝えられている。

種本　サハ様～両膝が痛いと訴えている為､ハップスターが処方となっている。また､お菓子を食べることが多いと訴えている為､間食は減らすよう説明されている。

細谷地与蔵様～次回より､主治医を中野Drへ変更。外来診察を2週間に1回（火曜日）に変更し､外来診察後は｢ゆえみ｣職員に迎えに来ていただき､ゆえみで活動することとなる。

